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議事概要 

藤沢市政策会議を次のとおり開催した。 

会議名 令和８年度第６回政策会議 

開催日 ２０２６年（令和８年）７月３０日（木）８：２９～９：１０ 

場 所 本庁舎６階 庁議室 

出席者 鈴木市長、中山副市長、川﨑副市長、宮原教育長 

（政策会議委員） 

市長室長、総務部長、企画政策部長、財務部長、防災安全部長、市民自

治部長、生涯学習部長、福祉部長、健康医療部長、保健所長、子ども青

少年部長、環境部長、経済部長、計画建築部長、都市整備部長、道路下

水道部長、市民病院事務局長、消防局長、教育部長、議会局長、監査事

務局長、選挙管理委員会事務局長、農業委員会事務局長 

議 事 

 

（１） 議題（審議事項） 

１ 開庁時間（窓口受付時間）短縮の試行について（総務部） 

２ 今後の財政状況を見据えた事業のあり方について（市長室） 

（２）報告・情報提供等 

  ア 令和７年度人事評価結果について（総務部） 

  イ 市民センター住民サービス担当の集約化について（市民自

治部） 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 議事 

（１） 議題（審議事項） 

１ 開庁時間（窓口受付時間）短縮の試行について（総務部） 

□総務部長から、資料に基づき概要説明が行われた。 

≪内容≫ 

 ５月２１日の政策会議において、開庁時間（窓口受付時間）短縮試

行の考え方を報告したのちに実施した庁内照会の結果を踏まえ、試

行の開始時期等の変更を行うもの。 

≪主な意見等≫ 

○原案については、１２月までの間に各部局と検討の余地はあるか。 

○今回先送りにした経緯は、ソフト・ハードともに職員側の環境面

を整備しないとサービスに影響があると判断したものによる。相

談も含め、各課とさらに調整を図っていきたい。 

○試行にあたっては、繁忙期を外してスタートしていただけるのは

ありがたいが、その一方で、年度末年度初始めが試行期間と本格

実施の合間になる。繁忙期における課題の整理をどこまでできる

のか。改めて意見交換を行うか、あるいは各課の判断で繁忙期は
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内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応すると記載があるが、基本的な課題共有をしていただけると

いう認識でよいか。 

○柔軟に対応し、伴走していきたいと考えている。 

≪結果≫ 

  了承。 

 

２ 今後の財政状況を見据えた事業のあり方について（市長室） 

□市長室長から、資料に基づき概要説明が行われた。 

≪内容≫ 

 今後の財政状況を見据えた事業のあり方について、理事者から説明

を行うもの。 

≪主な意見等≫ 

○各事業ではなく全体として、「立ち止まる」から事業を進めると判

断する際の指標になるものとして今考えているものがあれば示

してほしい。 

○指標として断言できるものはないが、一つは各年度の予算編成方

針の中で示す。そのほか、これまで説明をしてきた財政調整基金

や公共施設整備基金などの各基金の残高や市税収入をもとに再開

の目途を立てていくことが判断基準になるのではないか。どの年

度でどこまでできるのかという判断は難しいところがある。一方

で、基金を使わない財源として起債があるが、起債の利率が相当

上がってきているので、今までのように起債で対応することも難

しくなってきている。その辺りのバランスを当然重視しながら判

断していくと考えている。 

○全市的に一丸となって取り組むとしているが、財政状況などの全

体像がある程度見えないといけないので、共有できることを考え

ていただきたい。 

○個別に理事者から各部局に今後説明をするが、それを受けてもう

少し詳しい資料を作成し、議員全員協議会の前に共有させていた

だきたい。 

○議員全員協議会で議員の方、関係する事業者、あるいは市民の皆

様にご理解いただかなければいけないので、今以上に作業にご協

力いただくことになるが、引き続きよろしくお願いしたい。 

≪結果≫ 

  了承。 

 

 

（２）報告・情報提供等 

ア 令和７年度人事評価結果について（総務部） 
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内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□総務部長から、資料に基づき概要説明が行われた。 

≪内容≫ 

 令和７年度の人事評価結果及び検証について報告するもの。 

≪主な意見等≫ 

○令和１０年までに全職員を対象としなければならないと説明があ

ったが、資料に記載がない。どのように取り扱えばよいか。 

○国からの通知が出ており、本市に限った話ではない。 

○本市においては、関係団体と交渉中であることから、令和１０年

度中に必ず実施すると決定しているわけではない。 

≪結果≫ 

  了承。 

 

イ 市民センター住民サービス担当の集約化について（市民自治部） 

□市民自治部長から、資料に基づき概要説明が行われた。 

≪内容≫ 

 市民センター住民サービス担当の集約化に向けて、市民自治調整会

議の開催を連絡するもの。 

≪主な意見等≫ 

なし。 

≪結果≫ 

  了承。 

 

４ その他 

 ○５月の環境政策推進本部会議の中で温室効果ガスの排出量につい

て削減の報告を行ったが、本日の総務主管者会議にて藤沢市役所が

１事業者として取り組んだ昨年度の削減実績を報告する。部内会議

等で全職員へ周知をお願いしたい。 

 

５ 閉会 

 


